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国家の行動の説明：４類型

構造
● 環境条件 
● 地理、富や力の分布  　　　　
● 例：タタールのくびき、NATOとの「緩衝地帯」志向

制度
● 組織、ルール、規範、実践  (公

式／非公式)
● 経路依存性   
● 例：憲法、自由選挙・議会、市

場経済

概念
● アイディア、シンボル、アイデ

ンティティ、規範、実践
● アクターによる解釈（測定難し

い)　
● 例：ゴルバチョフのペレストロ

イカ　

心理  (稀)
● 脳内の状況
● 人類に共通、機械的（hard-wired)、 認知的ショートカット

● 例：プーチンの「異常」な精神状態

Parsons, Craig. How to Map Arguments in Political Science.  Oxford: Oxford University Press, 2007.

所与
（外生変数）

所与
（外生変数）

人工的
（内生変数）

全体主義秘密警察



ソ連・ロシア「防諜国家」（Counterintelligence State)

● 情報保安機関：  情報収集・分析、防諜、テ
ロ対策、警察・法執行

● 「防諜国家」 (Dziak 1988; Waller 1994; 
Hosaka 2022)： 情報保安機関による政府
・民間への広範な浸透；広く且つ放任な「国
家保安」概念；国内外での裏切り者／スパ
イ狩り・殲滅。

● 軍事独裁（1960～80年代、南米諸国）との
違い

● KGB - 党の「剣と盾」； FSB - プーチンの
「剣と盾」 

● 「シロビキ」（武力省庁）は曖昧な概念：軍は
防諜機関 (KGB/FSB)の浸透の重要な対
象。
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KGBのペレストロイカ （情報保安機関民主化改革の失敗）

● 秘密警察 ：民主化の「負け組」（Przeworski 1991）；排他的情報アクセ
スを利用（Pridham 2000）：自己保存のための「改革」  

● 市場経済：KGBは、現役予備将校をソ連の新ビジネスや西側とのジョイ
ントベンチャーに浸透。西側企業から盗んだ秘密は、 KGBからソ連側企
業に直接提供。

● 1989～1990年の代議員選挙：KGBは、チェキストに出馬を奨励、代議
員との関係強化を指示。→　情報機関に対する議会監視を骨抜きに
（Ｓ・ステパーシン保安省次官、ロシア最高会議防衛国家保安委員長を
兼務）。

● グラスノスチ：KGB将校、新聞、テレビ、記者会見、学生討論クラブ等に
積極的参加。目と目を合わせたコミュニケーションで聴衆の信頼を獲得  
。

● KGB文書の秘密解除：KGB（後に、プリマコフSVR長官とロシア正教
会）が妨害。エージェント機関は維持される。  

● 1991年、世論調査：チェキストは「プロフェッショナル」  (76%)、「知性的」 
(65%)。KGB廃止支持 (10%)、分割の「改革」に満足（60%)。 

● 複数組織に分割。しかし「チェキズム」（F・ジェルジンスキー崇拝）は維
持。

https://www.rbth.com/history/332286-miss-kgb-russia-1990

https://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%9A%D1%80%D1%8E%D1%87%D0%BA%D0%BE%D0%B2,_%D0%92%D0%BB%D0%B0%D0%B4%D0%B8%D0%BC%D0%B8%
D1%80_%D0%90%D0%BB%D0%B5%D0%BA%D1%81%D0%B0%D0%BD%D0%B4%D1%80%D0%BE%D0%B2%D0%B8%D1%87#/media/%D0%A4%D0%B0%D0
%B9%D0%BB:RIAN_archive_418053_4th_USSR_People's_Deputies_Congress.jpg



現役予備将校（出向職員)：
国家・社会への浸透

● KGB/FSBが省庁、通信社・メディア、研究所・大学、会社に派遣。 
● 派遣先の「保安」や秘密保護、国際協力を担当。

● エージェントや「信頼できる者」をリクルート。

● プーチンは、レニングラード大学で国際協力担当、A・サプチャーク法学部教授（民

主派・サンクトペテルブルク市長）。

● 他の職員と同じ仕事をこなす。役人、記者、学者などの偽の肩書（カバー、「レゲン

ダ」を使う）。

● チェキスト外交官：職業外交官と比べても遜色ない知識と専門性 。

https://www.svoboda.org/a/29278219.html



Q: ソ連でKGBエージェントとして登録さ
れていた数※は次のうちいくらか？

1968 ソ連                   170,000 (0.07%)

1991 ウクライナSSR   70,000 (0.14%)

1991 エストニアSSR    3,000 (0.20%)

1991 ラトビア SSR       4,500 (0.16%)

A: 人口の 0.1 %未満。全体主義はこれで

成り立つ。

a. 人口の23 % 
b. 人口の8 %
c. 人口の5 % 
d. 人口の1 % 
e. 人口の0.1 %未満

※「信頼できる者」は含まない。



KGB/FSB/SVRエージェント：
チェキストの「主要な武器」  

● KGB将校（ハンドラー）はエージェントを管理（「友」、「家族」同然に扱う）。 
● 「ソ連の利益のためにKGBの秘密の指示を実行することに自発的に（ときには強制的に）同意

し、且つその協力の事実や与えられる指示の性格を秘密にすることを誓約した者」（KGB防諜
事典）

● 思想、金、コンプロマット。複数の組み合わせ。
● 20種類以上の分類（諜報、徴募、戦闘、インフルエンス、監房内、リーダーエージェント・・・）。

複数兼務あり。
● 第5課（思想サボタージュ・反体制派対策）のハンドラーは平均10～12名程度のエージェント

（例：A・ナワリヌイの汚職調査NGO関係者）。
● 徴募前の調査、徴募後の継続的教育。
● 「反ソ的」民族主義者、「反動的」宗教信者、服役中の犯罪者も再教育の上でリクルート（例：

対ウクライナ侵攻で、元ISIL兵を徴募）。
● 「信頼できる者（doverennoe litso）」（半公然、自発的協力、エージェントよりもはるかに数多

い）

https://www.vesty.co.il/main/article/hk3etiumi



アクティブ・メジャーズ ：KGBの「心と魂」　

● 標的国の対外政策や世論を自国に都合のよい方向に仕向ける非公然工作

● 西側のcovert action（文化・政治・道徳的制約）vs　ソ連／ロシアのアクティメジャー

ズ（民主的監視、政権交代なし）

● パブリックディプロマシーは自国に関する理解促進　vs 　アクティメジャーズは標的

国の政府や指導者の信用低下、国民の不安助長

● 偽情報（disinformation）、暴露（米国の「陰謀」を暴く）、コンプロマット（標的国の政

府、政治家、反ソ・露的組織に道徳的ダメージ）

● 「打ち解けた懇談」、「秘密」文書の公開、外国著者名での出版、ラジオ、テレビ番

組や記者会見、集会やデモ、外国政府・議会への質問状等

● ロシア人・外国人エージェントを通じて実行。



インフルエンス・エージェント

● 冷戦期の概念?
● プロパガンダ（公然）、偽情報（非公然、モ

スクワの関与隠蔽；アクティメジャーズ; 
dirty tricks) 

● 「KGBが外国の世論や政府に影響を与え

るためにリクルートする外国人」 (US 
Information Agency 1992)　※KGB文書

によればソ連人も含む

● 記者、学者、政府高官等

● 各国のオーディエンスによって、当該国の

愛国者として認識される。 
● エージェント／「信頼できるコンタクト」

● ヴァルダイ討論クラブ

オペレータ ターゲット
オーディエンス

インフルエンス
エージェント 
（コンタクト）

情報

偽（情報）
アクティブメジャーズ

プロパガンダ

(Bittmann 1985; Kux 1985) 

https://valdaiclub.com/events/posts/articles/vladimir-putin-meets-with-members-of-the-valdai-club-transcript-2023/





共産主義に代わるチェキストの世界観

Vestibulum congue 

Vestibulum congue 

Vestibulum congue Vestibulum congue 

Vestibulum congue 

地政思想 

「大祖国戦争」神
話 

ロシア
正教会

若者・こども 

「ロシア
世界」

「包囲された要塞」
「影響圏」（≒「生存圏」）
ネオユーラシア主義 

永遠の対「ファシスト」闘争
歴史プロパガンダ

NKVD/KGB/FSB/SVRとの
緊密な関係
ロシア人・ウクライナ人「同
一民族」
「伝統的価値」推進
軍人の愛国心・信頼性

≠ソフトパワー
ロシア文明の使命強調

連邦交流庁
対「ロシア嫌悪症」

「同胞」の保護：侵攻の口実

コムソモール→「ナーシ」
愛国教育「公共プロジェクト局」

ユナアルミヤ（100万人）
2022/9～「大事な話」

https://heritage-institute.ru/?tribe_events=russkij-mir-i-donbass-ot-sotrudnichestva-k-integratsii

https://agentura.ru/investigations/cerkov/
http://informnapalm.rocks/putinjugend

https://knigaplus.ru/katalog/books/obwestvennye_gymanitarny/p
olitologiya_geopolitika_diplomatiya/osnovy_geopolitiki_geopolitic
heskoe_buduwee_rossii_myslit_prostranstvom_49503/

http://cdb.kniga-sayansk.ru/velikaya-otechestvennaya-vojna-izuchaj-otvechaj-pobezhdaj/

https://www.svoboda.org/a/putinizm-kak-vysshaya-stadiya-chekizma/31617405
.html



ウクライナ全面侵攻後

● 作戦失敗、ロシア軍の威信低下。

● 対露制裁強化、国内の不満鬱積。

● 体制を守るチェキストの役割強化。

● プリゴジンの反乱（FSB事前察知）。

● 9月11日、ロシア対外諜報庁前にジェ

ルジンスキー像が建立。

● 12月20日、ルビャンカ？

https://tass.ru/obschestvo/18706131


